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【研究題目】神通川流域の河川文化の魅力発掘 

 

１．課題解決策の要約 

 

小学校と中学校の校歌を分析することを通して神通川流域の河川文化の魅力発掘を試みた．さら

に，富山に精通する河川技術者や河川事業に携わっている人々が構成する”とやま”川の会と合同で

神通川流域の見学会を実施し，歴史，現在の姿，将来像について意見交換も行った．校歌の分析結

果は，11 月に富山河川研究会で研究成果を発表したとともに，3 月に土木学会中部支部で研究発表

する． 

 

２．調査研究の目的 

 

本研究の目的は，神通川流域内に位置する公立小中学校の校歌と神通川等の河川景観像の関連性を

明らかにすることである．我が国の校歌は各学校で制定され，学校の歴史や教育理念のみならず，地

域の景観像が反映されており，景観像と深い結びつきがある．例えば，塚田ら(2013)は校歌から地名と

風物に関する語を抽出し，地理的特性や景観言語の特性を明らかにしている． 

本稿では，公立小中学校の校歌から神通川の景観を想起させる言語を抽出し，地理的特性について

検討した結果を報告する． 

 

３．調査研究の内容 

 

図-1 は神通川流域内に位置する公立小学校，中学校の地図である．また，同図内に各県の学校数を

併記した．この全ての学校から校歌を収集し，解析を行った．収集した校歌を全てテキストデータ化

した後，形態素解析を実施し，単語抽出を行った．その後，TF-IDF 法を用いて，校歌と校歌に含まれ

る単語の特徴量を算出した．特徴量は次式を用いて算出した． 
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ここで，TF は単語(i)の出現頻度，N は総文書数，df は単語(i)が出現する文書数を示す．なお，解析

にあたり歌詞に含まれる学校名は除いた． 



 

図-1 神通川流域内に位置する公立小学校・中学校 

 

４．調査研究の成果 

 

表-1 は神通川流域に位置する全小中学校の校歌に対して形態素解析を実施した結果，上位 21 位ま

での頻出語である．地名に関する単語は「立山」が最も多く，次いで「神通」，「飛騨」，「宮川」

が抽出され，河川のみならず，山に関する単語も出現頻度が多い．河川に関する単語は「川」，「流

れ」，「清らか」が抽出され，山に関する単語は「山」，「緑」，「丘」といった景観要素となる単

語の頻度が高い．富山市が海に面していることから，「海」という単語の頻度も高い． 

 

表-1 神通川流域に位置する全小中学校の校歌に対して形態素解析を実施した結果 

 

 



図-2は富山県と岐阜県，小学校と中学校に分けたそれぞれの校歌に対して形態素解析を実施し，頻

出語と TF-IDF の関係を示した．本図には，TF-IDF 値が高い 22 個の単語を示す．地名は各県固有の特

徴が反映されており，両県に跨って出現することはなかった．富山県内を比較すると，「神通」より

も「立山」の TF-IDF 値が大きいことから，より特徴的であることがわかった．岐阜県の「宮川」は特

徴量として検出されなかった．また，「川」という単語も富山県内の小中学校ではいずれも特徴的に

検出されているが，岐阜県の小中学校では，わずかに小学校で特徴的に検出されているにすぎない．

一方，「山」は富山県，岐阜県，そして小中学校のいずれでも特徴的に検出された． 

 

 

図-2 富山県と岐阜県，小学校と中学校に分けた形態素解析の解析結果と TF-IDF 値との関係 

 

図-3 は神通川もしくは宮川からの最近距離と「川」に関連する単語の出現回数の関係である．富山

県の小中学校については神通川からの距離を計測し，岐阜県の小中学校では宮川からの距離を計測し

た．その結果，統計的な有意性は認められないものの，河川までの距離が短いほど，出現回数は高く

なる傾向が得られた． 

 

 
図-3 神通川もしくは宮川からの最近距離と「川」に関連する単語の出現回数の関係 

 

図-4 は神通川流域内かつ富山県内の小学校と中学校について，歌詞内に「神通」が含まる学校の位

置である．富山市中心部については，小中学校ともにほとんど「神通」が含まれておらず，郊外の学

校ほど含まれていることがわかった． 

本研究では，神通川流域内に位置する全ての小中学校の校歌のデータを用いて，歌詞と河川の関

係について分析を行った．その結果，岐阜県内の小中学校の歌詞の中には「川」という単語の特徴



がほとんど検出されなかったが，富山県では小中学校ともに特徴量が検出された．富山県内の小中

学校においては，「神通」よりも「立山」の特徴量が多く検出されたことから，神通川よりも立山の

方がより身近に感じていると考えられる． 

 

 

図-4 神通川流域内かつ富山県内の小学校と中学校について，歌詞内に「神通」が含まる学校の位置 

 

最後に，8 月 10 日に実施した神通川下流域の見学会について報告する．見学先は図-5 のとおり，

森家，富山港展望台，中島閘門，環水公園・美術館、日赤病院桜づつみ，富山空港，神通川緑地公園

・磯部桜つつみ，神通本町(芝園中付近)，常夜灯、松川、富山城であった． 

 

   

図-5 見学ルート 

 



 
図-6 河川技術者たちとの現場意見交換の様子 
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５．調査研究に基づく提言 

 

校歌のテキスト分析の結果では，川よりも山（立山）への強い愛着がうかがえ，河川の魅力を発

掘するにはより多くの努力を要すると思われる．神通川には魅力的な空間が多く残っており，教育

現場を通して小さい頃から河川環境に触れる機会を設けると良い． 

 

６．課題解決策の自己評価 

 

神通川流域内の全ての小学校と中学校の校歌のテキスト分析は，これまで全く研究されたことの

ない新しい試みであった．その中で，立山の教育が強いことが明らかにでき，河川の魅力発掘の道

のりが遠いことがわかった．魅力発掘には至らなかった点は評価は低い． 

 

 


